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会社名 トピー工業株式会社

創立 1921年10月

本社所在地 東京都品川区

代表取締役社長 高松 信彦

資本金 20,983百万円

従業員数 1,854名（単独）

6,153名（連結）

主な事業内容 鉄鋼

ホイール・自動車部品

建設機械部品

売上高 225,121百万円（2020年度・連結）

※2021年3月31日現在
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１．会社概要



ハニカム構造のように、強さと結束力をイメージする六角形で形づくられた 100。

その横には、トピー工業の製品で構成された矢印。創立 100 周年を新たな出発点として
「100 周年を越えて、さらに未来へ突き進んでいこう」とする気持ちを表現しています。

虹色の六角形は、無限大の記号にもなっており、「次の 100 年につながる」「未来につづく」
想いも表しています。
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▲100周年記念ロゴマーク

１．会社概要
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1921創業 20212010200019901950

1921

宮製鋼所
(東都製鋼の前身)

の設立

1922

サッシバー(窓枠)
の圧延成功

1930

帝国発条(車輪工業の前身)
自動車用ホイール試作開始

1964

トピー工業(株)発足
車輪工業、東都製鋼、東都造機、

東都鉄構の4社合併

2008

新日本製鐵(株)(現 日本製鉄(株))と
業務提携強化

1953

履板の圧延
量産開始

2014

豊橋製造所 新製鋼工場竣工
環境対応型高効率電気炉を導入

2021

創立100周年

国

内

海

外

技
術
と
新
事
業

異形形鋼技術の原点 一貫生産体制の確立

乗用車用スチールホイール

トラック・バス用ホイール

アルミホイール

建設機械用足回り部品

1985

米国進出

2003

中国進出

2013

メキシコ進出

2016

ＭＷイタリア社と
業務・資本提携強化

2017

インド進出

2018

中国・タイ進出
(旭テック(株)を
完全子会社化)

2013

インドネシア進出

1999

米国進出

2002

中国進出

2013

インドネシア進出

1974

工業用ファスナー
事業の開始

1982

世界最大の鉱山機械用
ホイールSGOR®の開発

2009

ホイールの軽量化
・異形形鋼リムと鍛造成型ディスクの採用

(トラック・バス用)
・高張力鋼板の採用(乗用車)1989

履板用低カーボンボロン鋼の
開発による熱処理の効率化

2018

鉄筋コンクリート用棒鋼を高密度で
巻き取った日本初のコンパクトコイル

「TACoil®」を販売開始

2000

発電事業の開始

1987

化粧品用高品質
マイカの実用化

鉄鋼事業の
電気炉溶融技術から発展

金属加工技術から発展 鉄鋼事業のインフラ活用
(土地、岸壁、送電設備等) 履帯の製造技術から発展

スチールサッシバーを使用した
昭和初期の建物

帝国発条時代に造られたホイール

2017

前後左右移動型クローラーの
自動走行システムの開発

１．会社概要（沿革）
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鉄鋼事業
自動車・

産業機械部品事業 発電事業 その他

・電気炉による製鋼
・各種条鋼の圧延

・自動車用
スチールホイール/
アルミホイール
・鉱山機械用
超大型ホイール
・建設機械用
足回り部品
・工業用ファスナー

・石炭火力発電 ・化粧品用マイカ
・ロボット 他

2020年度
セグメント別
売上高

(単位：百万円)

売上高 225,121
■鉄鋼事業

75,657 (33.61％)
■自動車・産業機械部品事業

136,113 (60.46％)
■発電事業

7,583 (3.37％)
■その他

5,767 (2.56％)

業界
トップシェア

１．会社概要（事業紹介）



◆「鉄をつくり、鉄をこなす」ことで鉄の資源循環を実現
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鉄鋼事業

素材部門

自動車・
産業機械部品事業

加工部門

外部購入

素材提供

製品

市場
消費活動・生産活動

廃棄物

(鉄スクラップ)

グループ企業が集荷・処理

・トージツ(集荷)
・明海リサイクルセンター(シュレッダー)

リサイクルで生まれた鉄鋼製品
および鉄鋼製品を素材とした
ホイール、履板、履帯を生産

・スチール事業部
・商用車・建機ホイール事業部

・造機事業部

１．会社概要（ビジネスモデル）
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◆7カ国17拠点に展開 (日本拠点、MWイタリア社、インコアスク、パコアクイナを除く)

赤枠：自動車・産業機械部品事業(造機事業部)の海外拠点

１．会社概要（グローバル生産体制）



２．トピー工業の環境活動
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【環境基本方針】

トピー工業(株)は、企業の社会的責任としてISO14001
環境マネジメントシステムに基づいた継続的な改善を経営
の重要課題に位置づけ、以下の方針を定め実行する。

環境に関する法規制、受け入れを決めた協定および取り
決め事項を遵守する。

1．法の遵守

すべての製造プロセスにおいて積極的な省エネルギー、
温室効果ガスの削減に取り組む。

2．省エネルギー、環境温暖化防止への取り組み

環境管理をより一層強化し、廃棄物の削減、3R(リユース、
リデュース、リサイクル)の推進などの環境負荷低減に、コスト
意識をもって取り組む。

3．環境負荷の低減

製品の設計から製造、使用、廃棄にいたるまでの各段階
において環境に配慮した製品開発を行う。

4．環境に配慮した製品開発

従業員に対する環境教育や啓発活動を通じて、環境意識
の高揚と生物多様性の理解を通じ、地球規模の環境保全
を推進する。

5．環境意識の高揚と地球規模の環境保全の推進

現地の環境影響を配慮し、現地社会の要請に応じた環境
対策を実施する。

6．海外事業活動における環境保全の実施

環境理念
私たちは、美しい地球と豊かな社会を次世代に受け渡すために、素材から製品までの一貫したモノづくりにおいて、
持続的発展が可能な社会形成に向けて継続的な改善を実施し、地域との協調、連帯により社会に貢献しています。

環境マネジメント

▮ 環境活動推進体制[トピー工業㈱]

社長

経営会議

中央環境防災委員会

製造所環境委員会

技術管掌取締役
総務部長
技術部長
製造所長
労働組合 執行委員長

技術部

製造所環境管理担当者

環境防災事務局

環境防災小委員会



豊橋製造所

豊川製造所 綾瀬製造所

トピーファスナー工業㈱

九州ホイール工業㈱

㈱トージツ

明海リサイクルセンター㈱

リンテックス㈱

北越メタル㈱

神奈川製造所

２．トピー工業の環境活動
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豊橋製造所 1999年4月

豊川製造所 1998年11月

綾瀬製造所 1998年11月

神奈川製造所 1999年6月

トピーファスナー工業㈱ 2001年9月

九州ホイール工業㈱ 1999年7月

㈱トージツ 2005年11月

明海リサイクルセンター 2006年3月

リンテックス㈱ 2002年8月

北越メタル㈱ 2005年1月

ト

ピ

ー

工

業

㈱

グ

ル

ー

プ

会

社

ISO14001の認証取得実績[トピー工業㈱、グループ会社]

ISO14001認証取得



大気汚染防止への取り組み
2004年5月の大気汚染防止法の改正に伴い、VOC(揮発性有機溶剤）の削減取り組み
（2010年度までに2000年度比30%削減）を実施して参りました。本日は至近の
造機事業部でのVOC対応について、ご説明いたします。
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トピー工業㈱のVOC排出量

綾瀬製造所
・VOC燃焼装置導入
（建設車両向け）

・塗着効率改善
（トラック向け静電塗装機導入）

2008年
神奈川製造所
VOC燃焼装置導入
（履帯向け）

綾瀬製造所
VOC燃焼装置導入
(トラック向けホイール）

神奈川製造所
活性炭脱臭装置導入
（履帯向け）

造機事業部
VOC対応
（本日のご説明）

３．VOC削減の取り組み
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事業内容の紹介

＜自動車・産業機械部品事業＞
・乗用車用ホイール
・商用車・建機用ホイール

・建設機械用足回り部品
⇒造機事業部

履帯

運転席(キャブ)

バケット

アーム ブーム

エンジン・油圧ポンプ

カウンタウェイト

トラックフレーム

４．造機事業部のVOC削減事例

1)造機事業部のモノづくり紹介
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主要製品
＜履帯＞
・油圧ショベル等の建設機械の
足回りに使用される部品

＜特長＞
・タイヤと比較し地面との
接触面積が大きく、接地面に
かかる面圧を小さくできるため、
湿地や悪路での車体の沈み込みを
防ぎ高い走破性を確保できる。

油圧ショベル各部名称



事業内容の紹介

履板(シュー) ブッシュリンク

＜履帯の構成部品＞

ピン

４．造機事業部のVOC削減事例

1)造機事業部のモノづくり紹介
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生産工程＜履板・履帯組立・塗装＞

②履板
溶剤塗装

履帯
溶剤塗装

③履帯
溶剤塗装

①履帯
水溶性塗装

スチール事業部

造機事業部

豊橋製造所

履板圧延

履帯組立

製鋼

赤枠：
本日のご紹介工程

豊橋造機製造部 神奈川製造所

履帯組立
(新設)

履板
加工熱処理

鉄
スクラップ

４．造機事業部のVOC削減事例

1)造機事業部のモノづくり紹介
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生産工程

ピン-ブッシュ間
グリス封入

リンク
プレス圧入

履板積載
ボルト・ナット締結

切断工程

切断 溝抜き

熱処理工程

加熱 焼戻し穴あけ 焼入れ

後処理工程

面取り 積載

素材供給

＜履帯組立＞

＜履板加工・熱処理＞

４．造機事業部のVOC削減事例

巻取り

1)造機事業部のモノづくり紹介
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1)造機事業部のモノづくり紹介

＜履帯塗装：ディッピング塗装＞

４．造機事業部のVOC削減事例

ディッピング
塗料槽

履帯

ディッピング 引き上げ・乾燥

黒・灰色の
塗装色

吊り具掛け

生産工程
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1)造機事業部のモノづくり紹介

４．造機事業部のVOC削減事例

＜履板単品塗装：スプレー塗装＞

履板

スプレーガン塗装

黄色・黒の
塗装色

乾燥

生産工程
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2)造機事業部でのVOC削減事例

４．造機事業部のVOC削減事例

削減方針 対応方法

①VOCを使わない
VOC含有材料の見直し
⇒水溶性塗料の採用

②VOCの使用量を削減 ホットスプレー塗装の導入

③VOCを処理する
：A 回収し再利用する
：B 燃焼しCO2に分解する
⇒導入済(綾瀬・神奈川製造所)

再生シンナーの利用
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◆水溶性塗料導入の背景
大気汚染防止への環境負荷削減、顧客のニーズから
履帯の水溶性塗装を実施した

2)造機事業部でのVOC削減事例
①水溶性塗料の導入

４．造機事業部のVOC削減事例
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◆従来の溶剤系塗料と水溶性塗料の比較

溶剤系塗料 水溶性塗料 追加工程

希釈材 シンナー イオン交換水 －

脱脂処理 不要 要 A 洗浄装置

攪拌性(溶解性) 良い 悪い
B 専用塗料槽

塗料温度管理 不要 要

乾燥性 良い(常温) 悪い(加温) C 乾燥炉

2)造機事業部でのVOC削減事例
①水溶性塗料の導入

４．造機事業部のVOC削減事例
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◆履帯水溶性塗装実現
履帯水溶性塗料を導入するための技術課題とその対応

・実現のための技術課題
A 複雑な形状である履帯全体洗浄
B 水溶性塗料の循環
C 塗装後の乾燥(品質)

・水溶性塗装実機化
A アルカリ/スプレー洗浄
B 塗料槽内の全体循環
C 熱風乾燥炉

洗浄装置 水溶性塗装装置/乾燥炉

４．造機事業部のVOC削減事例

2)造機事業部でのVOC削減事例
①水溶性塗料の導入
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A 洗浄装置

B 専用塗料槽

C 乾燥炉



◆VOC削減効果

４．造機事業部のVOC削減事例

2)造機事業部でのVOC削減事例
①水溶性塗料の導入
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水溶性塗料導入により、VOC排出量を83%減
（溶剤塗料成分であるエチルベンゼン、トルエン、キシレン）



◆シンナー使用の目的
スプレー塗装の際、塗料の粘度が高いと塗料を霧状にできず、
塗装ムラが発生→粘度を下げるため、シンナーが必要

◆履板単品塗装
溶剤系塗料+シンナーでスプレー塗装を実施していた

塗装後履板外観

2)造機事業部でのVOC削減事例
②ホットスプレーの導入

４．造機事業部のVOC削減事例
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ホットスプレー装置

ヒーター

塗料吸込み口

ポンプ

塗料の加熱によりスプレー塗装に適した粘度に下げることができ、
シンナーによる希釈が不要となる→シンナー使用量削減

◆ホットスプレー塗装方法の導入

〇ホットスプレー塗装
ポンプで吸い上げた塗料をヒーターで
加熱し、スプレー塗装する方式

４．造機事業部のVOC削減事例

2)造機事業部でのVOC削減事例
②ホットスプレーの導入
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ホットスプレー導入に
伴い、過剰な塗膜と
ならないよう、
作業方法を整備し
使用量削減

ホットスプレー導入・作業方法改善により、VOC排出量を52%削減

４．造機事業部のVOC削減事例

2)造機事業部でのVOC削減事例
②ホットスプレーの導入
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処理方法 方式 当社導入実績

VOC回収

吸着法 活性炭脱臭装置(履帯溶剤塗装)

吸収法 -

冷却凝集法 -

VOC分解
燃焼法 VOC燃焼装置導入（ホイール・履帯塗装）

その他 -

＜VOC処理技術について＞

４．造機事業部のVOC削減事例

2)造機事業部でのVOC削減事例
③VOCの吸着（シンナーの再生利用）
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活性炭
脱臭装置
(吸収缶)

溶剤塗料槽

VOC成分
吸着

ファン

シンナー
抽出

シンナー再利用率 50%

シンナー
再生

装置概略

再利用

2)造機事業部でのVOC削減事例
③VOCの吸着（シンナーの再生利用）

外部メーカーで実施

履帯の溶剤系塗装

履帯

４．造機事業部のVOC削減事例
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シンナー再利用率



神奈川製造所

顧客(兵庫・大阪) サプライヤー

製品520km

部品440km

部品220km

製品290km
部品
260km

部品(履板)
260km

豊橋製造所

５．製品・部品の輸送距離削減
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従来 部品
従来 製品

取組後 部品
取組後 製品

豊橋製造所内での履帯の素材から製品までの一貫生産にて、部品（実線）
および顧客への輸送（破線）距離を削減し、CO2排出量の削減に貢献



物流
従来

(神奈川組立)
距離（km）

取組後
(豊橋組立)
距離（km）

削減量
距離(km)

履帯部品

履板
豊橋製造所

⇒神奈川製造所 260 0 260

履板以外の
自社製造品

神奈川製造所
⇒豊橋製造所 0 260 △260

購入品
サプライヤー
⇒各製造所 440 220 220

製品(履帯)
各製造所
⇒顧客 520 290 220

合計 1,220 770 440

部品および顧客への製品輸送距離が1,220kmから770kmとなり、
従来対比で64%削減、CO2排出量削減につなげた

64%削減

５．製品・部品の輸送距離削減
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１)造機事業部のVOC削減効果（従来対比）
①水溶性塗装の導入
②ホットスプレー塗装方法他の導入
③シンナーの再生利用

⇒総VOC排出量（豊橋＋神奈川）

２)付帯効果
①生産集約化での輸送に関する輸送距離削減：△64％
→輸送に伴うCO2排出量削減に貢献

６．まとめ

：△83％
：△52％
：△50％

：△23％
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＜環境理念＞
私たちは、美しい地球と豊かな社会を次世代に
受け渡すために、素材から製品までの一貫した
モノづくりにおいて、持続的発展が可能な社会
形成に向け継続的な改善を推進し、地域との
協調、連帯により社会に貢献していきます

６．まとめ
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ご清聴ありがとうございました
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